










Ⅰ研究目的 

近年生活様式の変化にともない,妊婦がレジャ一・仕事・里帰り分娩などのために旅行をす

る機会が増加していると推測されており,妊娠中の旅行が妊娠・分娩経過や新生児に及ぼす

影響の如何については極めて重要な課題である。昭和 55 年度から 3年計画で全国的規模の

疫学調査が開始され,56年に第1回中間報告を行ったが,今回は更に新生児奇形との関係や

里帰り分娩の影響についての検討を加えたので一括して報告する。 


